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   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/50     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/52     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   5/04     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   1/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｂ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ
   Ｂ０５Ｄ   5/04    　　　　
   Ｂ０５Ｄ   1/26    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月27日(2014.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明な基材に少なくとも１つの下地層コーティングミックスを塗布して透明な基材上に
配置される少なくとも１つの下地層を形成し、前記コーティングミックスはゼラチン及び
少なくとも１つのホウ酸塩又はホウ酸誘導体を含むことと、
　少なくとも１つの下地層に少なくとも１つの受像層コーティングミックスを塗布して少
なくとも１つの下地層上に配置される少なくとも１つの受像層を形成し、前記受像コーテ
ィング層は少なくとも１つの水溶性又は水分散性のポリマと少なくとも１種の無機粒子と
少なくとも１つの界面活性剤を含むことと、
　衝突風乾を用いて少なくとも１つの受像層を乾燥させ、透明なインクジェット記録フィ
ルムを形成することと、
　を含み、
　下地層コーティングミックスにおけるゼラチンと少なくとも１つのホウ酸塩又はホウ酸
誘導体の比は、重量で約２０：８０～約１：１の間であり、さらに、下地層コーティング
ミックスは少なくとも約４重量％の固形物を含み、さらに、少なくとも１種の無機粒子と
少なくとも１つの水溶性又は水分散性のポリマの比は重量で約９０：１０～約９５：５の
間である方法。
【請求項２】
　下地層コーティングミックスにおけるゼラチンと少なくとも１つのホウ酸塩又はホウ酸
誘導体の比が、重量で約０．４５：１である請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　少なくとも１つの下地層コーティングミックスが少なくとも約９．２重量％の固形物を



(2) JP 2013-542093 A5 2014.8.14

含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも１つのホウ酸塩又はホウ酸誘導体がホウ砂を含む請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　少なくとも１つの水溶性又は水分散性のポリマがポリ（ビニルアルコール）を含む請求
項１に記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも１種の無機粒子がベーマイトアルミナを含む請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも１種の無機粒子と少なくとも１つの水溶性ポリマの比が重量で約９２：８で
ある請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　受像層コーティングミックスが少なくとも約２６重量％の固形物を含む請求項１に記載
の方法。
【請求項９】
　受像層が、少なくとも約４０ｇ／ｍ２のコーティング重量を有する請求項１に記載の方
法。
【請求項１０】
　請求項１の方法に従って製造される透明なインクジェット記録フィルム。
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